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(
と
じ
て
保
存
し
ま
し

継
続
は
力
な
り
/

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
日
一
号
発
行
か

ら
今
回
七
月
二
十
五
日
の
発
行
で
館
報

「
か
わ
べ
」
が
一

O
O号
、
二
十
四
年
に

な
り
ま
し
た
。

用
紙
サ
イ
ズ
も

一
号
か
ら
昭
和
五
十
八

年
一
月
の
六
十
三
号
ま
で
は
、

A
3
用
紙

一
枚
の
両
面
二
ペ
ー
ジ
、
そ
の
後
B
5
用

紙
で
現
在
ま
で
き
て
お
り
、
平
成
二
年
四

月
の
八
十
七
号
か
ら
表
紙
に
カ
ラ

l
写
真

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は、

B
5
用
紙
全
十
ペ
ー
ジ
、
表
紙
カ
ラ
ー

と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

館
報
綴
り
に
よ
る
と
、
館
報
の
創
刊
号

は
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
に
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
辺
村
が
誕
生
し

て
、
三
年
後
で
す
。
当
時
は
、
村
長
が
公

民
館
長
を
兼
ね
て
い
た
ん
で
す
ね
。
藤
田

勘
主
計
氏
で
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
の
一
号
か
ら
形
も
地
紋

も
全
く
変
わ
っ
て
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
館
報
の
名
前
の
「
か
わ
ベ
」

と
言
う
文
字
で
す
。
二
十
四
年
間
も
当
時

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
か
コ
ツ
コ
ツ
。
と

地
道
に
、
歩
ん
で
き
た
と
言
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
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っ
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夜
が
聞
け
て
は
じ
め

…
し

一
て
解
っ
た
に
と
は
、
昨

帯
、‘
A
F

北
夜
お
そ
く
辿
り
着
い
た

時

-
c

梢

l

時
JJ1
蝉
私
達
小
隊
の
泊
っ
た
所

均
十
供

向
は
、
村
役
場
か
ら
山
道

…
七

…一ニ
里
、
剣
山
系
を
か
な

，

時
り
登
り
つ
め
た
小
さ
な

集
落
で
、
七
月
半
ば
な
の
に
肌
寒さ

わ

く
、
雄
大
な
山
の
尾
根
は
霧
が
騒

い
で
い
て
見
え
な
か
っ
た
。

ど
こ
か
ら
か
暗
く
悌
法
僧
の
声

と
郭
公
の
声
が
混
じ
り
聞
こ
え

る
。
始
め
て
見
る
野
性
の
紫
陽
花

が
庭
先
に
ま
だ
花
を
咲
か
せ
て
い

な
か
っ
た
。

置
き
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
小
さ

な
平
地
に
こ
の
集
落
が
あ
っ
た
。

か
や
ぶ
き

山
べ
り
に
寄
り
添
う
よ
う
に
茅
葺

屋
根
の
家
が
十
二
、
三
戸
建
っ
て

い
る
が
、
か
な
り
古
び
て
ど
こ
の

屋
根
も
苔
む
し
て
い
た
。
た
だ
私

達
七
名
の
兵
隊
が
駐
屯
す
る
集
会

所
の
よ
う
な
建
物
だ
け
が
、
新
し

く
瓦
屋
根
で
あ
っ
た
。
近
く
に
二

槽
式
の
原
始
的
な
水
車
が
あ
り
、

ど

い

せ

い

れ

つ

木
樋
の
清
測
な
水
を
受
け
て
の
ん

び
り
と
反
回
転
し
な
が
ら
、
稗
や

粟
な
ど
を
揖
い
て
い
た
。
ま
さ
に

秘
境
で
あ
り
、
平
家
落
人
の
里
で

あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

里
人
は
優
し
く
私
達
兵
隊
に
粟

で
作
っ
た
闇
焼
酎
や
、
小
麦
団
子

な
ど
、
差
し
入
れ
て
く
れ
た
り
、
共

に
飲
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
カ
月
の

駐
屯
で
終
戦
。
五
十
年
経
た
今
も

あ
の
秘
境
を
忘
れ
な
い
。
(
戸
)
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村

長

大
野
富
士
男

Jてわ

村
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
、
情
報
発
行
紙
と
し

て
地
域
の
文
化
、
産
業
、
経
済
等

の
発
展
に
寄
与
い
た
し
て
参
り
ま

し
た
、
公
民
館
報
発
行
一

O
O号

の
記
念
に
当
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

館
報
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
村
民
の
皆
様
並
び
に
編
集
委

員
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
格
別
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深

く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

風
雲
急
を
告
げ
る
幕
末
、
坂
本

龍
馬
が
こ
の
河
辺
村
を
駆
け
抜
け

て
一
三
一
年
、
「
き
ん
さ
ん
、
ぎ

ん
さ
ん
」
が
元
気
で
一

O
O歳。

一
O
Oと
い
う
数
字
は
大
き
な
節

カ=第 100号

目
で
あ
り
、
歴
史
上
で
は
一
世
紀

に
当
り
、
記
念
し
、
誇
り
う
る
歳

月
な
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

O

O
、
価
値
あ
る
一

O
O号
の
公
民

館
報
の
発
行
に
際
し
、
行
政
の
最

高
責
任
者
と
し
て
「
時
を
同
じ

く
」
し
た
歴
史
の
重
み
を
か
み
し

め
な
が
ら
、
感
謝
を
い
た
し
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

省
み
ま
す
と
、
昭
和
ニ
十
七
年

河
辺
村
の
社
会
教
育
機
関
で
あ
る

公
民
館
が
出
来
、
組
織
活
動
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
活
動
目
標
は

て
村
民
の
教
育
を
高
め
、
情
報

r

豊
か
な
人
づ
く
り

二
、
生
活
の
改
善
(
特
に
食
生
活

重
点
)

三
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

四
、
村
民
共
通
の
不
幸
な
解
消
の

努
力

以
上
を
掲
げ
て
活
動
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
当
時
と
比
較
し
て

み
る
と
過
ぎ
し
歳
月
の
重
み
が
、

た
だ
た
だ
懐
し
く
感
じ
ら
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。

今
日
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
政

治
の
不
透
明
等
々
、
社
会
の
不
安

定
要
素
は
多
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
当
河
辺
村
は
館
報
の
歴
史
が

語
る
よ
う
に
、
「
自
然
と
融
和
」

「
生
き
が
い
の
あ
る
」
「
夢
と
希

望
の
も
て
る
」
村
づ
く
り
を
、
伝

統
と
歴
史
を
尊
び
継
承
し
て
き
で

い
ま
す
。

し
か
し
、
二
十
一
世
紀
は
伝
統

と
歴
史
の
継
承
だ
け
で
は
村
民
の

方
々
に
納
得
し
て
い
た
だ
げ
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
伝
統
と

歴
史
の
上
に
二
十
一
世
紀
の
高
齢

化
社
会
に
向
か
っ
て
の
社
会
福
祉

の
見
直
し
、
産
業
構
造
の
見
直
し

を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
社
会
福
祉
に
重
点
を
お
き
、

高
齢
者
の
方
々
が
住
み
よ
く
「
夢

と
希
望
の
も
て
る
」
村
づ
く
り
、

又
、
産
業
構
造
は
ど
の
よ
う
に
改

革
し
改
造
し
て
行
く
か
、
皆
様
方

と
共
に
考
え
な
が
ら
の
村
づ
く
り

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
人
と
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
情
報
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

効
率
的
な
編
集
に
な
り
ま
す
よ
う

努
力
し
、
村
民
の
文
化
向
上
に
資

す
る
情
報
発
行
紙
と
し
て
、
地
域

に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
又
、
文
化
の
担

い
手
と
し
て
潤
い
の
あ
る
生
き
た

情
報
紙
と
し
て
地
域
の
発
展
と
村

民
の
皆
様
方
の
福
祉
に
寄
与
す
る

こ
と
を
、
公
民
館
報
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
大
で
あ
り
ま
す
。

公
民
館
報
が
末
永
く
村
民
の
交
と
情
報
紙
と
し
て
利
用
し
て
い
た

流
の
場
と
し
て
活
動
し
、
河
辺
村
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
念
じ
、
館
報

を
離
れ
て
他
の
市
町
村
で
ご
活
躍
発
行
一

O
O号
記
念
の
ご
あ
い
き

さ
れ
て
い
る
皆
様
方
と
の
ふ
る
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。
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七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と

成
っ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

は
、
七
月
六
日
に
告
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
十
人
を
超
え
な
い
た
め
届

出
者
全
員
無
投
票
当
選
さ
れ
ま
し

た。
当
選
者
は
、

届
出
願
に

請梶船中篠松野松清大
田川田岡原田次本水森

満
②
回
歳

美
孝
③
削
歳

春
男
①
臼
歳

満
雄
②
臼
歳

純
一
①
判
歳

福
衛
②
河
歳

茂
③
九
歳

貞
幸
①
日
歳

吉
彦
⑤
回
歳

奨
⑧
臼
歳

河三横山山川川植}II}11
鳥鳥

都 嶋 山 坂 坂 崎 上 松 崎 上

の
十
名
の
方
々
で
す
。

ま
た
、
推
せ
ん
に
よ
る
委
員

は
、
大
洲
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

梅

田

政

高

③

臼

歳

横

山

喜
多
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

大
野
富
士
男
①
臼
歳
植
松

の
方
々
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

改
選
後
初
の
農
業
委
員
会
が
、

七
月
二
十
一
日
招
集
さ
れ
、

会
長
に
、

請

聞

奨

氏

が

会
長
職
務
代
理
者
に
は

清
水
美
孝
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。わ

が
国
の
農
業
と
農
村
は
今

日
、
大
変
深
刻
な
事
態
に
直
面

し
、
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
ま

す。
こ
の
様
な
中
、
河
辺
村
で
は
農

林
業
や
る
気
集
団
を
結
成
し
、
自

立
経
営
農
林
家
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
河
辺
村

の
「
農
業
と
経
営
に
責
任
を
持

つ
」
農
業
委
員
会
と
農
業
委
員
会

活
動
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
行
く

か
な
ど
、
新
農
業
委
員
に
期
待
さ

れ
る
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る

時
だ
け
に
、
新
農
業
委
員
の
皆
様

の
ご
奮
闘
を
、
心
か
ら
期
待
し
ま

す。
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去
る
五
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
前
議
長
森
良
樹
氏
が
議
長
の

職
を
辞
さ
れ
、
後
任
と
し
て
不
肖

私
が
ご
選
任
い
た
だ
き
、
五
月
七

日
付
で
村
議
会
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
、
栄
で
あ

(3) 

人

事

異

動

れ
、
正
副
議
長
の
改
選
で
は
、
議

長
に
北
川
照
正
氏
、
副
議
長
に
長

岡
吉
男
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

O
委
員
長

O
副
委
員
長

※
総
務
民
教
委
員
会

吉
久

長本
岡山

吉清
男明

稲中
田野

※
産
業
建
設
委
員
会

。
宮 北 田
阿 川 中

末照五
光正月

O
松

尾

明

森

良

樹

梅
木
加
津
子

※

山

鳥

坂

ダ

ム

対
策
特
別
委
員
会

秀光
一男

作
が
求
め
ら
れ
、
時
間
と
規
律
、

節
度
等
を
競
う
競
技
で
す
。

「
河
辺
村
消
防
団
第
一
分
団
た

、
だ
今
か
ら
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法

を
開
始
し
ま
す
。
」

力
強
い
言
葉
が
、
秋
空
に
こ
だ

ま
し
、

多第再雲

免介i一

法
梯コ誌ミ

習i
;干;よi 

吉五末
久 月 光

来
る
、
九
月
七
日
、
大
洲
市
肱

川
緑
地
公
園
に
於
で
開
催
さ
れ
ま

す
第
十
九
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大

洲
喜
多
地
区
大
会
記
向
け
て
、
河

辺
村
消
防
団
第
一
分
間
の
練
習
が

始
ま
り
ま
し
た
。
三
年
前
回
帰
大
会

出
場
の
キ
ッ
プ
を
子
に
入
れ
た
第

四
分
団
に
続
け
、
と
松
本
意
思
男

第
一
分
団
長
以
下
、
選
手
、
分
団

員
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
選
手
は
、
指
揮
者

武
田
福
男
部
長
、
一
番
員
藤
岡
貴

浩
団
員
、
二
番
員
性
見
康
範
囲

員
、
三
番
員
和
気
博
文
団
員
の
そ

う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

操
法
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
動

五
月
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
議

会

選

出

の

監

査

委

員

と

し

て

、

本

③

中

野

光

男

O
宮
岡

山

清

明

氏

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

本
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ま

た
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2
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d
v
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#
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2
y
v
A
d
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A
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y
v
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A
A
Y
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Y
V
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A
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V
A
A
V
V
ム
d
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V
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v
u
A
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z
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V
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A
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A
S
h
A
d
v
u
A
d
y
V
A
A
Y
Wふ
X
Y
V
A必
Y
V
A
A
Y
V
A
d
y
v
a必

り
感
激
と
と
も
に
責
任
の
重
大
き
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

を
痛
感
い
た
し
て
い
る
次
第
で
ご
う
に
内
外
共
に
厳
し
い
状
況
下
で

ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
は
あ
り
ま
す
が
、
村
議
会
と
い
た

で
あ
り
そ
の
器
で
な
い
こ
と
は
十
し
ま
し
で
も
、
行
政
と
一
体
と
な

分
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
り
車
の
両
輪
の
ご
と
く
お
互
い
の

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
推
薦
を
受
け
職
責
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

ま
し
た
こ
の
上
は
歴
代
議
長
の
遺
野
に
お
い
て
協
調
し
な
が
ら
、
村

さ
れ
た
業
績
に
恥
じ
ぬ
よ
う
任
期
行
政
の
進
展
を
図
る
と
と
も
に
、

中
一
身
を
挺
し
て
誠
心
誠
意
努
力
村
民
が
豊
か
さ
を
心
か
ら
実
感
で

い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
き
る
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
遁
進

な
お
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

で
は
、
「
不
偏
不
党
合
正
無
私
」
お
り
ま
す
。

の
立
場
を
堅
持
い
た
し
ま
す
こ
と
私
は
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
の

を
お
誓
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
で
、
議
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
村

ざ

い

ま

す

。

民

の

皆

様

方

の

ご

理

解

と

ご

支

援

さ
て
昨
今
の
社
会
情
勢
は
、
国
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
対
応
が
と
と
も
に
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

強
く
求
め
ち
れ
て
お
り
、
一
方
日
出
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご

内
に
お
い
て
は
一
極
集
中
主
義
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

打
破
が
世
論
で
あ
り
地
方
の
時
代

そ
し
て
、
今
回
の
大
会
で
も
、

新
し
い
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
が

展
開
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

村
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
よ

う
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

三
番
員
和
気

博
文
団
員

二
番
員
往
見

康
範
囲
員

一
番
員
藤
岡

貴
浩
団
員

指
揮
者
武
田

福
男
部
長

分
団
長
松
本
意
思
男
氏
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六
月
二
十
二
日
、
ふ
る
さ
と
の

宿
に
お
い
て
、
愛
媛
県
主
催
、
平

成
五
年
度
移
動
花
づ
く
り
教
室
と

合
わ
せ
て
第
二
回
婦
人
学
級
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
、
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

技
師
、
萩
原
佳
津
先
生
の
指
導
の

下
で
公
民
館
に
お
い
て
丹
精
込
め

て
育
て
ら
れ
た
花
の
苗
が
、
婦
人

会
員
四
十
六
名
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
公
園
お
祭
り
広
場
を
中
心
と
し

た
各
所
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
公

.，.....ミわカ込第 100号

園
の
土
は
聞
く
、
荒
く
、
大
小
の

石
が
交
り
、
不
安
は
残
っ
た
も
の

の
、
約
千
本
の
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
マ

リ
l
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
ふ
る
さ
と

祭
り
の
頃
に
は
満
開
と
な
る
事
を

願
い
な
が
ら
、
額
に
汗
し
て
作
業

を
進
め
て
い
く
と
、
お
祭
り
広
場

を
囲
む
花
の
帯
と
な
り
ま
し
た
。

実
習
が
終
了
し
、
一
息
つ
い
た

所
で
、
萩
原
先
生
に
よ
り
、
「
栽

培
上
手
に
な
る
:
:
:
土
・
肥
料
・

鉢
」
に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
販
培

養
土
の
選
び
方
と

使
い
方
。
肥
料
の

働
き
、
正
し
い
与

え
方
。
鉢
の
選
び

方
と
使
い
方
な

ど
、
約
一
時
間
程

の
講
義
に
熱
心
に

耳
を
か
た
む
け
、

又
、
日
噴
の
疑
問

に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
受

講
者
は
花
栽
培
の

知
識
が
高
ま
る
と

共
に
、
花
に
対
す

る
興
味
も
一
層
深

ま
っ
た
事
と
思
い

ま
す
。

花いっぱい〉〈愛情いっぱい

河
辺
小
学
校

思
い
出
多
い
修
学
旅
行

五
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で

二
泊
三
日
、
阿
蘇
・
別
府
方
面
へ

修
学
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
日
目
。
風
連
鍾
乳
洞
や
阿
蘇

火
口
で
は
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

偉
大
さ
に
驚
き
、
感
動
し
た
よ
う

で
す
。
夜
、
旅
館
で
は
、
お
ま
ち

か
ね
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
開
催
で

す
。
恥
ず
か
し
が
っ
て
、
互
い
に

ゆ
ず
り
あ
っ
て
い
た
の
も
最
初
だ

河
辺
中
学
校

中
学
総
体
を
終
え
て

六
月
十
日
、
平
成
五
年
度
中
学

総
体
球
技
・
武
道
の
部
が
行
な
わ

れ
、
河
辺
中
学
校
野
球
部
、
及
び

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
参
加
し
た
。

野
球
は
、
内
子
球
場
で
行
な
わ

れ
、
河
辺
中
は
、
二
回
戦
か
ら
で

長
浜
中
、
内
子
中
の
勝
者
と
の
対

戦
と
な
っ
た
。

長
浜
内
子
戦
は
、
長
浜
中
が
勝

負
を
決
め
、
河
辺
中
、
長
浜
中
の

試
合
が
は
じ
ま
っ
た
。
本
校
生
徒

は
、
開
き
直
っ
た
の
か
、
い
つ
も

の
練
習
試
合
の
よ
う
な
緊
張
感
は

げ
二
人
が
歌
い
始
め
る
と
、
次
々

マ
イ
ク
の
取
り
合
い
で
、
歌
声
が

響
き
ま
す
。
肩
を
組
ん
だ
り
、
手

拍
子
を
し
た
り
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
自
は
、
ア
フ
リ
カ
ン
サ

フ
ァ
リ
と
ラ
ク
テ
ン
チ
、
地
獄
め

ぐ
り
で
す
。
ど
の
子
も
、
自
分
が

遊
ぶ
よ
り
家
族
の
お
み
や
げ
選
、
び

に
忙
し
く
、
い
じ
ら
し
い
程
で
し

た。
三
日
目
最
終
日
は
、
高
崎
山
と

マ
リ
ン
バ
レ
ス
見
学
で
す
。
あ
い

に
く
の
雨
に
な
り
ま
し
た
が
、
子

猿
の
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
や
れ
そ
う
だ
つ
た
。

初
回
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
乱
調
、

守
備
の
乱
れ
と
悪
い
所
が
重
な
り

い
き
な
り
4
点
を
と
ら
れ
る
。
こ

れ
で
浮
き
足
だ
っ
た
の
か
、
更
に

乱
れ
が
っ
つ
き
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば、

H
対
1
0
1
点
を
取
る
の
が

や
っ
と
と
い
う
試
合
だ
っ
た
。

長
浜
チ
l
ム
は

2
回
か
ら
エ
ー

ス
を
温
存
し
、
控
選
手
を
す
べ
て

使
っ
て
き
た
が
、
層
の
厚
さ
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

優
勝
は
長
浜
、
準
優
勝
は
大
瀬

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
は
、
長

浜
・
大
瀬
の
勝
者
と
対
戦
と
な

り
、
順
当
に
勝
ち
進
ん
だ
大
瀬
と

「
先
生
、
カ
メ
ラ
か
し
て
。
」

と
、
傘
を
さ
す
の
も
忘
れ
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
て
い
ま

し
た
。三

日
間
を
ふ
り
返
り
、
病
人
も

け
が
人
も
一
人
も
い
な
か
っ
た
こ

と
、
実
り
多
い
、
そ
し
て
楽
し
い

旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
地
や
旅
館
で

得
た
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
、
頭

の
中
に
し
ま
っ
て
お
く
の
で
は
な

く
、
日
常
の
生
活
や
学
習
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

当
た
っ
た
。
こ
ち
ら
も
優
勝
候
補

で
あ
っ
た
が
よ
く
健
闘
し
、
日
対

日
、
日
対
6
の

2
l
oで
惜
し
く

も
敗
れ
た
。

パ
レ

1
、
野
球
と
も
に
、
力
を

出
し
切
っ
た
試
合
が
や
れ
て
、
選

手
に
と
っ
て
も
悔
い
の
残
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ま
た
、
六
月
二
十
四
日
の
陸
上

の
部
に
お
い
て
は
、
男
子
二
年
千

五
百

m
で
露
内
君
が
二
位
、
女
子

二
年

E
m
で
梅
木
千
穂
さ
ん
が
二

位
、
共
通
走
り
幅
跳
び
で
は
、
同

じ
く
梅
木
さ
ん
が
優
勝
し
、
七
月

二
十
二
日
か
ら
の
県
総
体
の
出
場

権
を
得
て
い
る
。
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河
辺
村
の
農
林
業
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
高
齢
化
の
進
展
、
担
い
手

不
足
の
深
刻
化
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
農
林
業
者

自
ら
が
企
業
家
精
神
に
目
覚
め
る

な
ど
思
い
切
っ
た
意
識
改
革
の
も

と
に
、
農
林
業
者
の
体
質
強
化
に

努
め
、
生
活
で
き
る
農
林
業
の
樹

立
を
目
指
す
た
め
村
民
と
河
辺
村

比
一
体
と
な
り
農
林
業
や
る
気
集

団
を
設
立
す
る
。
と
農
林
業
や
る

気
集
団
を
設
立
し
ま
し
た
。

河
辺
村
氏
で
、
農
林
業
で
自
立

で
き
る
経
常
を
目
指
す
や
る
気
の

あ
る
者
な
ら
誰
で
も
入
団
出
来
ま

す
。
や
る
気
集
団
に
は
野
菜
部
会

(
上
川
台
長
以
下
十
四
名
)
、
果

樹
部
会
(
請
田
会
長
以
下
八
名
)
、

林
政
部
会
(
菊
地
会
長
以
下
二
十

七
名
)
が
あ
り
、
部
会
中
心
に
、

農
林
業
で
の
自
立
経
営
を
目
指
し

活
動
中
で
す
。

村
で
も
、
や
る
気
集
団
の
提
言

を
最
重
要
、
最
優
先
課
題
と
し
積

極
的
に
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、

六
月
議
会
で
決
定
さ
れ
た
支
援
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

山
農
林
業
振
興
事
業
資
金
借
入
に

わカ通平成 5年 7月25日(5) 

対
す
る
利
子
補
給
を
年
一
『
分
か

ら
二
分
に
引
き
上
げ
。

聞
河
辺
村
農
林
業
振
興
資
金
を
、

一
人
二
百
万
円
ま
で
無
利
子
で

貸
し
付
け
、
七
年
以
内
(
内
据

置
二
年
以
内
)
で
返
還
し
て
も

ら
う
制
度
を
創
設
。

矧
河
辺
村
農
業
基
盤
整
備
事
業

は
、
耕
作
可
能
ほ
場
十
ア
ー
ル

あ
た
り
七
十
万
円
を
隈
度
と
す

る
補
助
金
の
創
設
。

凶
果
樹
振
興
対
策
と
し
て
、
栗
肥

料
の
全
額
補
助
、
栗
苗
木
の
増

額
補
助
。

岡
村
単
間
伐
に
は
、
同
一
林
分
で

も
間
伐
後
七
年
を
経
過
し
た
林

分
は
、
再
度
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

制
そ
の
他
、
た
ば
こ
耕
作
組
合
の

機
械
器
具
購
入
補
助
等
々
、
き

め
こ
ま
か
な
支
援
策
を
展
開
中

で
す
。

こ
の
農
林
業
や
る
気
集
団
の
、

メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
、
他
の
模

範
と
成
る
農
林
業
経
営
を
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
も

の
で
す
。

公
園
美
化
に
一
役

-寺薮中部落

去
る
七
月
四
日
制

は
、
雨
の
中
村
民
総
出

で
道
路
清
掃
奉
仕
活
動

に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
中
山
部
落
と
寺

薮
中
部
落
の
皆
さ
ん

は
、
引
き
続
き
ふ
る
さ

と
公
園
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ

三

O
O本
の
植
裁
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
道
路

清
掃
で
お
疲
れ
の
う

え
、
雨
の
中
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
事

業
は
、
県
単
独
補
助
事
業
で
、
地

域
住
民
の
自
発
的
な
活
動
を
援
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
連
帯

大中山子
供
用
遊
具
設
置

毎
年
、
赤
い
羽
根
募
金
に
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
、
あ
た
私
ん
か
い

善
意
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
目
標

額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
こ
と
大
変
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
村
内
の
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
ゃ
地
域
の
児
童
、

高
齢
者
、
母
子
、
身
体
障
害
者
の

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

感
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
促
進
す
ろ
と
と
も
に
、
生
活
環

境
の
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
に

よ
る
安
全
で
快
適
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
と
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

援
助
の
対
象
と
成
る
活
動
は
、

い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
例
年
実
施
し
て
い

る
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
て
特
別

配
分
金
(
旧
ん
童
健
全
育
成
事
業
)

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
公
園
お
祭
り

広
場
に
、
子
供
用
乗
り
物
の
パ
ン

ダ
、
コ
ア
ラ
、
レ
オ
を
設
置
し
ま

し
た
。
幼
開
向
け
の
遊
具
で
大
変

好
評
で
す
。

こ
の
様
に
、
赤
い
羽
根
募
金

は
、
地
域
の
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
は
ば
広
く
活
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

〈ご苦労さまでした〉

ω道
路
、
河
川
、
広
場
等
の
清
掃

活
動

ω下
水
路
、
通
学
略
、
里
道
、
公

園
、
遊
園
地
等
会
共
施
設
の
整

備ω公
共
施
設
に
お
け
る
様
化
、
飾

花
活
動

凶
伝
統
行
事
、
郷
土
全
能
等
の
保

存
活
動

同
そ
の
他
生
活
環
境
施
設
の
整
備

が
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

原
則
十
万
円
ま
で
の
事
業
で
、

全
額
補
助
で
す
。

皆
さ
ん
の
身
の
空
わ
り
の
小
さ

な
こ
と
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
快
適
な

環
境
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す
。

対
象
事
業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
、
快
適
環

境
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。〈楽しく遊んでネ/>
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HHυ

ナ
刊
タ
I
ツ
フ
ト
ボ
オ
ル
大
一
治
(

平成 5年 7月訪日

七
月
二
十
・
一
一
十
二
・
二
十
四

日
の
三
日
間
、
河
辺
中
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
、
分
館
対
抗
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

た
。
三
日
間
共
に
試
合
当
日
の
午

前
中
は
晴
天
で
し
た
が
、
午
後
か

ら
雨
が
降
っ
た
り
し
て
、
あ
ま
り

は
っ
き
り
し
な
い
天
気
で
し
た
。

各
分
館
の
役
員
・
選
手
の
方
々
の

熱
意
が
勝
っ
た
の
か
、
無
事
延
期

す
る
こ
と
な
く
、
予
定
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

青
年
の
部
・
壮
年
の
部
を
廃
止

し
、
分
館
一
チ

l
ム
と
な
り
、
今

年
が
二
度
目
の
大
会
で
し
た
が
、

分
館
に
よ
っ
て
は
、
総
あ
た
り
戦

で
全
部
で
三
試
合
あ
る
の
で
、
な

る
べ
く
多
く
の
人
が
試
合
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
か
ら
か

Jミわカ=第 100号

〈正々堂々戦います〉

上
手
に
チ
1
ム
を
編
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
誌
合
市
内
容
に
つ
い
て
で
す

が
、
コ
一
日
間
の
う
ち
注
目
に
値
す

る
試
合
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
第
二

H
目
心

第
二
試
合
、
植
松
対
北
平
戦
で
、

北
平
が
点
を
取
れ
ぱ
、
植
松
も
取

り
返
す
と
い
う
異
合
に
五
回
表
、

北
平
の
攻
撃
が
終
わ
っ
て
、
二
十

対
十
七
で
北
平
が
一
時
リ
ー
ド
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
裏
、
桔
松
が

ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
逆
転
し
、
そ

の
ま
ま
逃
げ
切
り
ま
し
た
。
こ
の

試
合
に
は
、
す
る
方
も
見
る
方
も

十
分
楽
し
め
た
と
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
今
回
、
全
日
程
を
終

え
て
、
植
松
、
坂
本
、
大
伍
が
同

市
中
十
で
地
び
、
得
失
点
斧
に
よ
り
結

果
的
に
植
松
が
優
勝
し
ま
し
た

が
、
こ
の
接
戦
の
要
因
と
し
て
、

徐
々
に
若
者
が
、
地
元
に
帰
っ
て

き
、
各
分
館
戦
力
が
充
実
し
て
い

た
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
分
館
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
御
苦
労
様
で
し

た
。
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
植
松
分
館

二
位
坂
本
分
館

一
一
一
位
大
伍
分
館

四
位
北
平
分
館

l河ill.71)ーン大作ギl

道
路
愛
護

七
月
四
日
、
今
年
も

例
年
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
道
路
愛
護
一
日
奉

仕
作
業
が
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
各
部
落

内
の
村
道
、
農
林
道
等

と
い
う
こ
と
で
、
村
民

の
皆
様
に
は
早
朝
よ
り
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
道
路
愛
護

と
い
っ
て
も
、
い
ろ
同
ろ
な
作
業
一
ー

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
部
落

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
に
合
っ
た
作
業

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
み
が
き

台
風
の
影
響
を
受
け
、
し
と
し

と
と
雨
の
降
る
七
月
二
十
五
日
、

毎
年
恒
例
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
み
が
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
婦
人
会
、
中
学

校
生
徒
が
中
心
と
な
り
、
四
地
一
恒

に
分
か
れ
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

老
人
ク
ラ
ブ
、
分
館
な
ど
の
協
力

者
を
募
り
、
河
辺
全
域
の
県
道
沿

い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
み
が
い
て
い

き
ま
す
。

カ
ツ
パ
姿
で
、
片
手
に
バ
ケ
ツ

片
手
に
雑
巾
を
持
ち
、
さ
あ
出
発

内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

道
路
は
本
来
、
部
落
と
部
落
を

結
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在

は
こ
の
道
に
よ
り
情
報
と
か
文
化

も
運
ば
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
流
れ
の
巾
か
ら
今
現

在
の
河
辺
が
出
来
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
に
よ

り
生
ま
れ
る
文
化
。
で
す
か
ら
本

村
も
、
道
路
行
政
に
積
樺
的
に
投

資
し
、
村
民
の
皆
様
の
地
域
の
改

善
、
生
活
環
境
の
向
上
を
凶
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
本
日
の
一
日

奉
仕
作
業
は
大
変
意
義
深
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
私
達

の
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識

で
す
。
雨
の
お
か
げ
で
汚
れ
は
落

ち
や
す
く
、
水
に
も
同
ら
な
い
と

い
う
利
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、
な

に
し
ろ
カ
ツ
パ
は
暑
く
、
背
中
に

は
汗
が
に
じ
み
、
不
自
然
の
休
制

の
ま
ま
作
業
を
行
っ
て
い
る
た
め

腰
痛
の
声
も
ち
ら
ほ
ら
。
し
か
し

皆
さ
ん
の
苦
労
の
効
あ
っ
て
、
み

が
か
れ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
緑
の

自
然
の
中
で
白
く
浮
か
び
上
が
っ

て
い
ま
す
。

各
地
区
と
も
、
今
ま
で
に
は
雑

草
が
茂
っ
て
い
た
り
、
場
所
に

よ
っ
て
は
危
険
で
あ
っ
た
り
と

様
々
な
困
難
が
あ
っ
た
と
忠
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
継
続
し
て
頂
き
、

し
て
頂
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、
大
切
な
道
の
維
持
管
理
を
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変

お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
十
五
副
円
を
迎
え
ま
し

た
。
婦
人
会
、
中
学
外
及
び
御
協

カ
下
さ
っ
た
多
数
の
方
々
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

くご苦労さまです〉〈お疲れさまです〉
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簡
易
保
険
積
立
金
融
資
事
業

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
積
立
金

は
、
公
共
の
利
益
を
図
る
た
め
、

そ
の
一
部
が
地
方
へ
還
元
さ
れ
、

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
や
生
活
環

境
の
整
備
に
有
効
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

ハミミわカh

本
村
で
は
、
平
成
四
年
度
に
お

い
て
辺
地
対
策
事
業
七
、
八
九

O

万
円
が
還
元
融
資
さ
れ
、
豊
か
で

住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
資
金
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈オフトーク通信システム〉

事 業 名 融資額

村道植松中津線改良 4，600千円

村道神納川上線舗装 4，500 Il 

団体営農道赤ケ滝線舗装 12，200 Il 

団体営農道長崎線改良 32，300 Il 

オフト」ク通信システム整備事業 25，300 Il I 

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

平成 5年 7月25日

最
近
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
苦

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
下
さ
い
。

付
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加

え
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

ま
す
。

同
岐
傷
事
故
の
多
く
は
、

(7) 

コ
司
王
弘
、
、

bnu

円、ν
l寸
ノ

に
よ
る
も
の
で
、
飼
い
主
の
無

責
任
な
放
し
飼
い
が
原
因
で
す
。

国
運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
解

き
放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

岡
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ぅ
。
ど
う
し
て
も
飼
い
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
役
場
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

役

職

員

会
老
人
ク
ラ
ブ

会

長

副
会
長

植
松
ク
ラ
ブ
会
長

坂
本
ク
ラ
ブ
会
長

大
伍
ク
ラ
プ
会
長

北
平
ク
ラ
ブ
会
長

会

P
T
A
連
合
会

ム
民

E
R

副
会
長

副
会
長

副
会
長

紹

介

本稲戸向戸向
田森田井田井

雅薫薫
一生明猛明猛

園 中 笹 古
井野山野

幸安青
恵守夫弘

交
通
遺
児
奨
学
生

奨
学
生
の
資
格
・
条
件

付
高
校
奨
学
生
は
、
現

に
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
で
、
つ

ぎ
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の
。ω保

護
者
が
道
路
に
お
け
る
交

通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
た

め
、
も
し
く
は
負
傷
し
重
い
後

遺
症
が
あ
り
働
け
な
い
た
め
。

ω家
庭
の
生
活
事
情
が
苦
し
く

て
、
教
育
費
に
困
っ
て
い
る
場

ムロ。
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

題審磁撲協お隠鎗事拠宅もも~I

~極左の計画を未然に防止して、

[海づくり大会Jを成功させよう~

i {迫撃弾の発射を計画}
i*山の中や山小屋に変|

な物がf i 
i*みなれない人がノ i 

i進五島!
.1'..>創幽「必~ ! 

山の頂上、中腹、山 i
l小屋に迫撃弾を発射す|
|るため、金属の筒が設|

|置されていませんか。み!

!なれない人が双眼鏡で|

|会場をみていませんか。 | 

180人

住
所
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

O
三
i
三
五
八
一

l
二

一1
二

二

八

T
E
L
 

二
七
一

入学一時金

奨学生の種類

奨学金の種類 貸与月額 募集人数

高等学校お 国・公立 25，000円
よび高等専 1，500 
門学校 私 立 30，000円

大学 短大
40，000円. 340 
50，000円

大 弓-じ， 院 80，000円 10 

専修学校および各種学校 40，000円

私立高等学校・高等

専門学校

金
品見

守一奨

募集人数一時金の額

120人

30万円

40万円大私立大学・短
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。
高
脂
血
症
。
に

気
を
つ
け
よ
う
。

六
月
三
十
日
と
、

七
月
二
十
六
日
の
二

回
に
わ
た
っ
て
、
高

脂
血
症
予
防
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年

度
の
健
診
で
高
脂
血

症
と
診
断
さ
れ
た
方

十
二
名
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
料
理
の

く
ふ
う
と
病
気
の
予
防
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

で
は
、
こ
こ
で
高
脂
血
症
に
つ

い
て
お
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

血
液
中
の
脂
肪
分
に
は
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
脂
肪
分
の
多

す
ぎ
る
人
を
「
高
脂
血
症
」
と
い

い
ま
す
。
そ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
は
、

「
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
(
悪
玉
)

と「
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
(
善

玉
)
の
二
種
類
あ
っ
て
、
「
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
l
が
多
く
て
、

H
D
L
コレ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
す
ぎ
る
人
」
が

動
脈
硬
化
に
な
り
や
す
い
と
言
え

ま
す
。
こ
の
動
脈
硬
化
の
状
態
が

つ
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
臓
病

一
化
一
一
一
症
一
一

一
清
一
中
一
一
硬
一
一
一
血
一
一

一
臓
一
卒
一
a
l
|
一十一
4
1
|
ニ

2

[

一
不
|
|
|

一
心
一
一
脳
一
一
御
一
一
肱
一

一
動
一
一
高
一

平成 5年 7月25日Jて

図
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や
脳
卒
中
の
ひ
き
が
ね
に
な
る
わ

け
で
す
。
(
図
1
)

O
高
指
血
症
と
言
わ
れ
た
人
は
?

異
常
に
多
い
人
は
、
医
師
に
薬

を
も
ら
い
下
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
が
、
な
に
よ
り
も
大
事
な
の
は

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
で
す
。

①
太
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
品
数

多
く

③
酒
は
適
量
を
こ
こ
ろ
が
け
る
。

(
酒
な
ら
一
合
、
ピ
1
ル
な
ら

一
本
)

④
タ
バ
コ
は
一
日
目
本
以
内
に
。

⑤
動
物
性
の
脂
肪
よ
り
も
、
植
物

性
の
油
を
多
め
に
。

⑥
甘
い
食
品
を
と
り
す
ぎ
な
い

⑦
野
菜
な
ど
、
繊
維
の
多
い
も
の

を
食
べ
る

⑧
一
日
剖
分
程
度
は
歩
く

⑨
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い

我
々
の
幸
福
の
十
分
の
九
ま

で
は
健
康
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
ま
す
。
何
に
で
も
言
え
る
こ
と

で
す
が
、
い
い
生
活
習
慣
を
こ
こ

ろ
が
け
、
健
康
で
長
生
き
で
き

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

(
保
健
婦
本
山
薫
美
)

血液中の

コレステロール

の上昇

中性脂肪の上昇

↑ 
肥満

運動不足

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
転

居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す。
と
こ
ろ
が
、
住
所
変
更
を
伴
わ

な
い
受
取
先
の
み
を
変
更
さ
れ
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
提
出
さ
れ
た
届
書
を
迅

速
に
処
理
し
、
全
国
二
千
四
百
万

人
超
の
年
金
受
給
者
の
方
に
、
決

め
ら
れ
た
日
に
正
確
に
支
払
う
よ

う
努
力
し
て
お
り
、
こ
の
準
備
作

業
を
行
う
た
め
に
、
一
定
期
間
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

支
払
期
日
に
近
づ
い
て
か
ら
、

変
更
屈
を
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
変

更
前
の
預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま

れ
た
り
、
決
め
ら
れ
日
に
年
金
が

受
げ
取
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
受
け

取
り
が
遅
く
な
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受

け
取
る
た
め
に
は
、
受
取
先
の
変

更
は
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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『
か
わ
べ
の
皆
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
』

ハミ

六
月
一
日
よ
り
河
辺
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
に
勤
務
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
梅
雨
か
ら
真
夏
に
入

る
季
節
で
雨
が
ふ
り
続
き
、
川
の

水
流
の
大
き
さ
に
も
お
ど
ろ
い
て

い
る
毎
日
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
読
ん
だ
も
の

の
中
に
「
や
さ
し
さ
は
治
療
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
や
さ
し
さ
」
が
あ
る
と
症
状
も

か
な
り
良
く
な
る
し
、
治
療
効
果

が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

し
た
。
こ
う
い
う
「
や
さ
し
さ
」

を
も
っ
て
診
療
に
あ
た
れ
た
ら
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
輩
者
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

カ冶平成 5年 7月25日(9) 

(
診
療
所
長
松
本

松
山
市
出
身

昭
和
三
十
九
年
八
月
生
ま
れ

自
治
医
科
大
学
卒
業

真
紀
)

加

齢

胃

と

年
を
と
る
に
し
た
が
っ
て
胃
に

は
変
化
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。
胃

の
粘
膜
は
加
齢
と
と
も
に
萎
縮
を

き
た
し
、
胃
粘
膜
の
萎
縮
を
基
盤

と
し
て
萎
縮
性
胃
炎
が
お
こ
っ
て

き
ま
す
。

胃
粘
膜
の
萎
縮
は
加
齢
と
と
も

に
だ
れ
に
で
も
お
き
て
く
る
生
理

的
な
老
化
現
象
で
す
。
萎
縮
の
拡

が
り
が
小
さ
い
も
の
ほ
ど
胃
の
年

齢
は
若
く
、
萎
縮
の
拡
が
り
が
大

き
い
ほ
ど
胃
の
年
齢
は
高
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
胃
の
年
齢
が

暦
の
年
齢
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
と
き
(
粘
膜
の
萎
縮
が
年
相
応

以
上
に
拡
が
っ
て
い
る
と
き
)
に
、

異
常
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

胃
粘
膜
の
萎
縮
を
胃
カ
メ
ラ
で

み
る
と
軽
い
凹
凸
や
、
槌
色
(
粘

膜
の
色
が
少
し
う
す
く
な
っ
て
い

る
感
じ
)
や
血
管
が
す
け
て
み
え

る
像
な
ど
の
特
徴
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
萎
縮
は
胃
の
前
庭
部
(
十
二

指
腸
側
)
か
ら
、
上
部
に
向
か
っ

て
す
す
み
ま
す
。

粘
膜
の
萎
縮
性
変
化
は
病
気
で

は
な
い
の
で
、
治
療
は
必
ず
し
も

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
萎
縮
性

胃
炎
と
し
て
、
食
欲
不
振
や
悪
心

な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る
と
き

ゃ
、
胃
の
粘
膜
の
び
ら
ん
、
出
血
な

ど
の
急
性
胃
炎
症
状
が
あ
る
と
き

は
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
全
身
的
な
体

力
の
低
下
と
と
も
に
、
胃
の
は
た

ら
き
も
低
下
て
い
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
最
近
は
ス
ト
レ
ス
な

ど
も
多
く
あ
り
、
簡
単
に
病
的
状

態
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
高
齢

者
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
病

気
を
伴
う
こ
と
も
多
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

年
と
と
も
に
増
す
胃
粘
膜
の
萎

縮
性
変
化
は
そ
れ
だ
け
で
は
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胃
が
弱
っ

て
い
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
の

で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

「
ホ
ル
タ
l
心
電
図
」
っ
て
?

ホ
ル
タ

1
心
電
図
と
は
、
携
帯

型
の
心
電
計
に
よ
る
長
時
間
の
連

続
し
て
記
録
し
た
心
電
図
の
こ
と

で
す
。
日
常
生
活
を
し
て
い
て
そ

の
間
の
心
電
図
を
と
っ
て
、
心
電

図
の
自
然
変
動
を
知
ら
せ
て
く
れ

ま
す
。

動
惇
、
め
ま
い
、
失
神
、
胸
痛

な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
に
、
症

状
と
心
電
図
の
関
係
の
解
明
、
不

整
脈
の
種
類
、
回
数
、
時
間
な
ど

を
調
べ
た
り
す
る
の
に
有
用
で

す
。
ま
た
、
危
険
な
不
整
脈
の
有

無
や
、
不
整
脈
の
薬
や
狭
心
症
の

薬
が
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判

定
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
。

検
査
は
、
電
極
を
胸
部
に
テ
ー

プ
で
と
め
て
、
ま
る
一
日
記
録
す

る
だ
け
で
す
。
入
浴
で
き
な
い
以

外
は

E
常
生
活
に
と
く
に
支
障
は

あ
り
ま
せ
ん
。

皮
膚
自
癖
症
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
「
み
ず
む
し
」
の
こ

と
で
す
。
夏
に
な
る
と
悪
化
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
〉
フ
。

足
白
癖
は
、
足
の
指
の
間
が
ジ

ク
ジ
ク
し
皮
膚
が
は
が
れ
た
よ
う

な
も
の
や
、
足
の
う
ら
か
ら
側
面

に
水
癌
の
あ
る
も
の
や
、
か
か
と

を
中
心
に
か
た
く
厚
く
な
り
落
屑

を
伴
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
足
が
ゴ
ム
靴
な
ど
で
蒸
さ
れ

る
も
の
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
慢

性
に
つ
づ
き
、
夏
に
悪
化
す
る
、

か
ゆ
み
を
も
っ
た
指
の
聞
の
ジ
ク

ジ
ク
や
水
癌
、
一
年
中
つ
づ
く
足

の
う
ら
の
角
化
が
あ
れ
ば
、
足
の

み
ず
む
し
が
う
た
が
わ
れ
ま
す
。

手
白
癖
は
、
手
の
か
ゆ
み
を
と

も
な
っ
た
水
癌
の
あ
る
紅
み
や
、

ボ
ロ
ボ
ロ
と
皮
膚
が
は
が
れ
た
り

し
、
水
仕
事
の
時
間
な
ど
が
関
係

し
ま
す
。
足
白
癖
を
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

爪
白
癖
は
、
爪
の
甲
が
白
く
濁

り
厚
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

白
癖
菌
に
き
く
の
み
ぐ
す
り
の

内
服
や
、
ぬ
り
ぐ
す
り
(
抗
真
菌

剤
の
外
用
)
が
効
果
が
あ
り
ま

す。
感

染

症

情

報

プ
ー
ル
を
使
用
す
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
は

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
咽
頭

結
膜
炎
、
流
行
性
角
結
膜
炎
が
流

行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流
行

時
に
は
、
患
者
の
遊
泳
禁
止
な
ど

の
処
置
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
、
接
触
で
感
染
し
ま
す

の
で
タ
オ
ル
等
を
専
用
に
す
る
な

ど
、
注
意
を
払
っ
て
下
さ
い
。

幅
吐
下
痢
症
が
多
く
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

風
疹
が
愛
媛
県
全
県
に
散
発
し

て
い
ま
す
が
、
増
加
の
傾
向
は
あ

り
ま
せ
ん
。

流
行
性
耳
下
腺
炎
(
お
た
ふ
く

か
ぜ
)
が
や
や
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
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圃
ふ
る
さ
と
祭
り

八
月
十
四
日
(
土
)

場
所
ふ
る
さ
と
公
園
・
雨
の

場
合
河
辺
中
体
育
館

内

容

・

夜

市

-
カ
ラ
オ
ケ
大
会

(
予
選
・
決
勝
)

・
納
涼
盆
お
ど
り
大
会

.
歌
謡
シ
ョ

ー

・
花
火
大
会

画
渓
流
釣
り
大
会

八
月
二
十
九
日
(
日
)午
前
七
時
i

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿
付
近

参
加
費

・

大

人

千

五

百

円

・
小
中
学

生

千

円

・
つ
か
み
ど
り
大
会
無
料

圃
龍
馬
を
語
る
夕
べ

九
月
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
i

場

所

ふ

る

さ

と

の

宿

参
加
費

三

千

円

(
落
語
の
み

千
円
)

内

容
・
全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン

が
集
う
夕
べ
・
:

・
落
語
(
林
家
源
平
)

圃
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

九
月
十
二
日
(
日
)
午
前
九
時
i

場

所

ふ
る
さ
と
公
園
集
合

参
加
費

二

千

円

(
わ
ら
じ
・

通
行
手
形
・
弁
当
・

水
筒
支
給
)

龍
馬
が
通
っ
た
道
を

歩
き
、
自
ら
が
龍
馬

に
な
り
自
然
と
親
し

Jミカ=第 100号

内

容

む
健
康
ウ
ォ

l
ク。

圏
第
二
十
九
回
村
民
運
動
会

十
月
十
日

(日
)

場
所
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

圃
ふ
れ
あ
い
祭
り

十
月
三
十
一
日
(日
)午
前
九
時
三
十
分
5

場

所

ふ

る

さ

と

公

園

内

容

・

文

化
祭

-
お
楽
し
み
広
場

・
ふ
れ
あ
い
市
等

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
河
辺

村
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

え、ぃ。

性的

「
国
際
先
住
民
年
」に

つ

い
て

「
国
際
先
住
民
年
」
と
は
、

一
九
九

O
年
十
二
月
の
国
連
総

会
で
、
先
住
民
族
の
権
利
の
回

復
を
目
的
と
す
る
、
国
際
協
力

推
進
の
た
め
、
一
九
九
三
年

を
、
「
世
界
先
住
民
の
た
め
の

国
際
年
」
と
す
る
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
も
の
で
す
。

で
は
、
先
住
民
族
に
つ
い
て
少

し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、

現
在
、
自
ら
を
先
住
民
族
と

呼
ん
で
い
る
人
た
ち
の
数
は
、

国
連
の
推
計
に
よ
れ
ば
約
三
億

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

h
T
。申o
+
+
o
T
o
T
i
T

ヘ
一

並

J

+
o
T
o
T
。T
O
T
O
T

へ
ゆ
仇
J

O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
O
T
o
T
一

恥

/何
ゆ
¥

ぷ

畑

引

¥

村

4T

I

-

-

1

品。

+

雨
や
み
て
し
ぱ
し
の
薄
陽
射
し
来
れ
ば

い

裏
山
と
よ
も
し
松
障
の
蹄
<

佐

伯

範

男

い中

日

一
人一
任
案
ガ
家
の
庭
の
花
菖
蒲

時

半

静
も
り
咲
き
て
山
ほ
ぐ
る

る

関

井

恵

美

子

い

+

恥

ゆ

廃
校
の
小
池
に
春
雨
降
り
し
き
り

+

4

小

蛙

生

れ

し

を

ひ

そ

か

に

喜

ぶ

佐

白

君

子

い

4

は

る

こ

と

と

き

+

+

春
一
耳
採
り
刻
を
忘
れ
て
採
り
コ
勤
取

い

夫

の

は

ず

む

声

告

に

街

す

山

本

力

、

ン

子

日半

日

八
十
路
越
え
昔
の
苦
楽
監
り

暗

。ヂ

今
懐
か
し
く
語

り

て

止

ま

ず

国

井

ミ

ネ

ヲ

H

A

ヤ

主

主

。

一

。

ゆ

色
あ
せ
し
義
国
の
残
し
だ
袖
な
し
を

よ申

付

着
る
だ
び
に
偲
ぶ
愛
の
つ
だ
わ
り
本
田
み
ね
よ

日

付

情
熱
の
佳
人
の
う
だ
の
ス
タ
ン
プ
の

向

付

赤
き
色
に
も
な
つ
か
し
さ
わ
<

増
杢
喜
久
男

恥

(松
山
市
道
後、

湯
神
社
に
て
)

+

仲
T
O
T
O
T
O
T
O
T
o
T
+
o
T
。T
O
T
。T
O
T
4
0
+
o
T
i
T
o
T
i
T
i
T
+
o
T
O
T
O
T
O
T
o
T
+
+
o
T
O
T
O
L

ま
た
、
代
表
的
な
先
住
民
族
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
エ
ス
キ

モ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
北
極
圏

の
人
び
と
、

北
米
の
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
」、
中
米
の
メ
キ
シ
コ
以
南

で
生
活
し
て
い
る
「イ
ン
デ
イ
オ
」

等
々
の
民
族
が
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
き
ま
し
で
も
、

北

海
道
本
島
、
樺
太
南
部
、
千
島
列
島

全
域
を
伝
統
的
な
領
土
と
し
て
き

た
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
権
、

生
活
権
は
、
完
全
に
守
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
国
憲
法
で
は
、
国
民
の
全

て
が
、
基
本
的
人
権
、
そ
う
し
て
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
人
権
、
生
活
の
保
障
が

完
全
に
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で

は
、
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
係

も
含
め
て
、
圏
内
に
お
け
る
不
平
等

と
も
戦
い
な
が
ら
、
真
に
民
主
的
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消
息

一日
5
・
4
・
日

5
・
7
・
叩

カ
お
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生
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う
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末
な
が
く
お
幸
せ
に

「

河

野

一

也

(肱
川
)

「

小
川
真

由

美

(
川
崎
)

す
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

上
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保
マ
サ
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横
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中
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河
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叩
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田
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通
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歳
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…
築
…一一
一
後

一一記
……………

台
風
五
号
の
影
響
で
、
近
年
に

な
い
大
雨
を
記
録
し
、
河
辺
村
で

も
い
た
る
所
で
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
北
海
道
の
地
震
と
言
い
、

中
園
、
韓
国
で
の
旅
客
機
の
墜
落

と
言
い
、
一
時
期
の
聞
に
、
重
な

る
時
に
は
、

す
ね
。

重
な
る
も
の
な
の
で

「
災
難
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

来
る
。
」
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。


